大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第８期）第1回審議会議事録

日　時：令和元年6月2３日（日）午後1時30分～3時００分
場　所：大和市保健福祉センター501会議室

出席者：委員1４人（欠席なし）、市長、事務局1４人、傍聴１人
配付資料：
・【資料１】大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第８期）について
・【資料２－１】大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第７期）［抜粋］

・【資料２－２】大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第７期）法定報告シート
・【資料３－１】認知症施策推進大綱（案）レジュメ
・【資料３－２】認知症施策推進大綱（案）
・【資料４】大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第８期）スケジュール（予定）
・【参考資料１】関係法令集
会議次第：
１．　開会

２．　委嘱状の交付

３．　市長あいさつ

４．　自己紹介

５．　会長および職務代理の選出

６．　説明・報告

　（１）大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第８期）について

（２）大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第７期）法定報告について
７．　基調講演「第8期計画策定に向けて」
８．　その他

９．　閉会

会議内容：
１．開会

２．委嘱状の交付

３．市長あいさつ

４．自己紹介

５．会長および職務代理の選出

　　◆互選により会長は関水委員、会長の指名により職務代理は、杉浦委員が選出された。

６．説明・報告

　　（１）大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第８期）について
◆事務局から説明

　　　　
質疑内容

委員：第7期から変わった点はあるか。

事務局：新たに策定された「健康都市やまと総合計画」において、これまで１つの基本目標だった「一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち」が、「いつまでも元気でいられるまち」と「一人ひとりがささえの手を実感できるまち」の２つに分割されたため、本計画の基本理念もその２つに分割したことが挙げられる。　　　
　
（２）大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第７期）法定報告について

◆事務局から説明
　　　質疑内容

委員：介護給付費の通知について。年4回を年2回に変更するのはいつか。 
事務局：平成30年度は年4回で実施していた。今年度から変更し、半年分を2回に分けて通知する。 
　　　　　　
　　　委員：それに対する通知を受けた方のリアクションがどのようなものか、
今後データ収集、分析をしてほしい。
委員：居宅介護支援事業所が減少していると説明があったが、要支援・要介護認定者の数は増えているのに問題は生じていないのか。
事務局：第7期計画策定期間に入るまでは居宅介護支援事業所の数は年々増え続けていたが、平成30年度に入り若干減ってしまった。しかし、そこで働いていたケアマネジャーが別の事業所に移った際に、同じ利用者を引き続き担当しているため、サービスを受けられないといった事態は生じていないと考えている。
　　　　また、全国的な問題でもあるが、介護従事者の人材不足に加え、今後、事業所の管理者になるには主任ケアマネジャーの資格が必要となることから、これまでのように事業所を増やすことは容易ではなくなる。市内の居宅介護支援事業所と連携をとりながら、情報収集等を行い、必要な対応を行って行きたいと考えている。
　　　委員：縦覧点検・医療情報との突合が「全件」とあるが、具体的に何件あるのか。
　　　　事務局：正確な件数は後日、資料を修正し、再送する。
（縦覧点検・医療情報との突合：520,911 件） 
　　　　　　　　　　　
７．　基調講演「認知症施策はどのように進んでいくのか」
　　　　◆大島委員からご講演いただく
委員：（家族が認知症と思っていなかった方で、亡くなった方の脳を解剖した結果、1/3に認知症と思われる形跡があったことについて）認知症とは思えない方のうち1/3が認知症の可能性があったのか。
　　　　大島委員：病理学上はあきらかに脳の萎縮などの認知症の病態が見られたにも関わらず、家族はそれを感じなかった（歳相応のモノ忘れ程度には感じていたかもしれない）。「薬」でなく「本人を受け入れる環境」がいかに大切か、医学的には認知症のはずだがそれを覆しているという事実が衝撃的だった。
　　　委員：認知症バリアフリーについて、社会参加の事例を教えて欲しい 

　　　　大島委員：認知症疾患医療センターと地域包括支援センターが連携し、疾患の症状についてはドクターが対応し、一方で地域包括支援センターの職員や関連する方は、認知症の方が地域にスムーズに入っていけるように取り組んだことがある。
認知症疾患センターと地域包括支援センターの連携、認知症初期集中支援チームの取り組み、また地域の多くの方が認知症を理解していること、そうしたことからバリアフリーが進んでいくと考える。
　　　委員：家族が認知症になったらショックを受けると思う。その時、どのように対応していったらよいか教えて欲しい 

　　　　大島委員：認知症の方への初期対応としては、認知症初期集中支援チームがある。その専門の方から家族へ認知症の理解を広めてもらうとよい。そのために、地域包括支援センターや市の窓口があるので、まずは相談することが突破口となる。 

８．その他
　　◆資料２－２について、後日、再送させていただく。
　　◆今後の審議会について

次回の審議会は実態調査の内容について審議いただく。今回を含め、全８回の開催を予定しており、原則として最終日曜日の開催を予定している。今後については、開催日が決定次第、順次お知らせしていく。
９．閉会

　　　◆職務代理あいさつ
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